
 【調査概要】
調査期間　2016年11/2～11/7
調査対象　読者女性組織「リビングパートナー」へのWEB調査
集計数　　46歳～55歳＝217、56歳～65歳＝54

※ 各データは少数点以下第2位を四捨五入したため、合計が
100％にならないことがある

娘の就職が決まったら、駅近のマン
ションに住み替えたい。子育てを優先し
て、広い公園と学校が近いところに戸建てを買ったの
で、今は、駅から歩いて20分。娘が就職したら、通勤
が大変で心配。戸建てはセキュリティや庭の手入れも

面倒、マンションの方が気楽。教育費がかから
なくなる分どうしようとか、リタイ
ア後のことまでは、考えてない。今は
住み替えのことで頭がいっぱい。

夫も自分も65歳までは働く。老後のための貯金もコツコ
ツはしてきたが教育費の捻出もあって、あまり余裕はない。

だから65歳まではとにかく働き続け
る。でも働けるのはあと10年しかない。

年金額は定期便でおおよその金額
は把握しているけど、数年前に比べて10万
から20万円程度減っている気がする。今後も減
るのではないかと不安。

貯金は普通の定期預金。メインバンクからはいろ
いろ投資などのお知らせはくるがスルー。知識が
ないし、興味がわかない。マネープランの相談や

投資は貯金額が多い人がするもの。自分たち
の場合は、まずは元を増やすこ
とから。今は親の介護で働けな
いけど、近いうちに働きたい。

保険の見直しの必要性は感じ
てないわけではないけど、今加入
している保険が複雑すぎてお手上げ。保障内
容もはっきり分からない。複数の保険商品を
紹介してくれる無料相談会も気になって目をと
めるものの、どうして中立でビジネスが成り立

つのか分からないし、セールスされる
のかもと思ってしまう。今後の医療費も心
配だけど、がん保険は40代で入るものでは？ 
50代からでは保険料が高いだけだと思う。

マンションを買ったのが30代。築30年目からの第
２次大規模修繕が10年後くらい、60代
半ばでやってくる。計画に基いて積立金を払っている
が、他のマンションで、想定外の多額の負担が発生したケー
スもよく耳にする。想定外費用の発生が心配。

メインバンクでの個別相談は、貯金が
3000万円、4000万円ある人じゃないとダ
メだろうなと躊躇してしまうけど、将来のマネープ
ラン、どこかに相談はしてみたい。私たち世代向けの総合的な設計
を相談できる、個別相談ではなく集団で聞けるような機会があれば。

家計管理から住宅、年金、資産管理まで
人生設計は総合的に相談したい
◆ マネープランは苦手意識が強い上に、セールスされる
かも…貯蓄も少ないのに相談にいけない…など、た
だただ節約、貯金しかない、と考えがち。
◆ ファーストステップとして、個人の資産情報を公開し
ないでも済む家計管理徹底指南、保険など支出の見
直し、自分で作る年金（確定拠出型年金）、住み替え
や再就職など、AR50期から知って行動に移すべき家
計ノウハウを総合的に学べる場が求められている。

3人の主婦へインタビュー　「10年後の暮らし、どうなっていそうですか？」

　要支援、要介護ではなく、自立した生活を送っ
てはいるが、高齢のため心配が増えてきている
親を持つ、46歳以上の女性271人に聞いた。
　親の身体・健康で知っておきたいことは、「運
動機能の衰え対策」や「認知症発症など健康変化
の発見の仕方」についてが6割超。
　暮らし・生活で知っておきたいことは、「高齢
者特有の行動や思考回路について」が半数近い。
　61歳以上の回答はn数が少ないため参考値だ
が、食生活、コミュニケーションの取り方、高齢
者特有の行動や思考回路のポイントが高い。60
代の親で80代後半以上が多くなるためだろう。
　13Pのインタビューにもあるが、自立生活を
送っているとはいえ、物忘れが多くなる、被害
妄想が強くなる、頑固になる、気力が衰えるなど、
高齢者特有の行動や思考回路にとまどい、初め
て見る親の変化に苦労する例は多い。
　老親の現状と介護度とのギャップに戸惑う、
50代の実態がある。
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総合的に人生設計を相談できる窓口がほしい
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要支援、要介護以前でも、
初めて見る親の変化にとまどう

親のこと不安
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デイサービスの体験に行ったが、自分は周りの老
人と違ってボケていないというプライドがあって嫌

がる。１カ所に集められて好きでも
ないことをやるのではなく、本
人がやりたいことをやらせてくれ
るサービスがあればいいのに。

母は足腰はしっかりしていて身体は元気だけど、
気力がない。記憶もまだら。書類やお金の管理
ができなくなってきたので、姉と分担してやるよう

になった。認知症が進行しはじめて
いると病院で診断されたが、介
護認定では本人がしっかり対応
してしまうため、認定されない。

心配して様子を見に行くと「何しに来た」「勝手に入ってこないで」

などキツイことを言われて、親より先に自分が壊れ
そうな気持ちに…。とにかく本人の話をよく聞くように
しているけど、親が壊れていくのを見るのは悲しい。友達や
職場の同僚にもあまり深いことは話せな
いので、精神的にキツイことも多い。

明らかに変なことを言い出すので、つい、全否定してしまって、
余計に依怙地になってしまうことがある。どう話したら分かっ

てくれるのか…年寄りだから仕方ないとは思うけど、親とい
うより、“老人”への対応方法が知りたい。

行政からの重要書類が来ても、億
劫で見ない、見ても理解できない、
自身では手続きできない老人はいっぱいいると思う。
家族が近くにいればいいけど、なんとかしてほしい。

介護サービスの相談をする高齢福祉課、年金、
後期高齢者医療、税金…行政の中でも窓口が全
部違う。例えば、家族が代行する手続きも委任

状がいる・いらないなど、対応がバラバラ。１カ
所でまとめて相談できる総合的
な窓口、それも本人用・家族用を作ってほしい。

父がエンディングノートを買ってきたと自慢して
いたので安心していたら、１年過ぎてもまったく書いてい

なかった。聞くと「ちゃんと書く」と言い張
るけど、書く気配も気力もない。

AR50にとって初めて接する高齢者
コミュニケーションの取り方が
分からない
◆ 介護認定されれば、ケアマネージャーなど介護の専
門家に相談もしやすくなるが、その手前の段階でも
苦労している様子が明らかになった。

◆ 身体はまだ元気でも、記憶力・気力の衰え、今ま
での親と明らかに異なる高齢者特有の思考や行動に
はとまどうばかり。
◆ 核家族社会で育ってきたAR50世代にとっては、初
めて接する高齢者。年老いていくとはどういうこと
か、どういうコミュニケーションの取り方が効果的
かなどを、介護認定前でも相談しやすい機関が求
められる。

3人の主婦へインタビュー　「親の高齢化とどう向き合っていますか？」

　資産や相続について、「遺言書を作成済み」「相
談済み」は16.2％どまり。50代後半でも32.5％
と3分の１にも満たない。
　きちんと話ができていない理由は、「自分がよ
く分からないので話せない」が42.7％と、親への
遠慮がある。
　エンディングノートを利用する高齢者が多い
といわれているが、親の方から話す、子どもか
ら話をもちかける、双方へコミュニケーション
の取り方のアドバイスが必要ではないだろうか。
　親のことを専門機関に相談したことがあるの
は11.4％と圧倒的に少ない。親が自立生活がで
きなくなったら「介護ヘルパーに来てもらう」
（33.9％）ことになり、介護サービスの利用で、
ケアマネージャーに相談するのが第一歩。要介
護以前に相談ができる窓口がないのが実状。
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